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1賄～199ど年度クラブロ標｀
出会いを大切にしよう……例会で、みんなが、待つている″

◆ 幹 事 報 告 幹事 北 村 幸彦
第158回 例 会報告(1 の々

司会者 SAA          戸 日 昭 寿

◇点鐘           会 長 横 倉 舜三

◇ロータ,一 ソング 「毒仕の理想」

ツング,一ダー   吉 沢 洋景

◇お客様紹介         会 長 横 倉 舞三

山中 い ずみ練       (言 少年交換学生)

◆ 会 務 報 告    会 長 横 倉 舜三

,― タフー財口国際親書奨学生候補 として2人

の応募がありましたのでど報告いたします。
V  斎

藤 正機 122才男)東京工業大学年

住所 多態市永山2丁目

奥田 博子 (23才女)東京大学大学院修士課程

住所 多誉市蔭牧3丁目

財団の選考委員会受験に合格しますと、奨学生

に対する助言、指導、援助を行うカウンセラーと

して顧問ロータリアンをクラブから選にいたしま

すのでど協力をお願いいたします。

1)例会臨時変更のお知らせ

東京稲城F― タリークラノ

2月10日(木)→ 2月7日(月)

江戸川競艇場

社会奉仕視察見学

3月 3日●ヽ )→ 3月4日la1 3月 5回(■)

地区大会に張害

新高特プリンスホテル

東京成城新 ,― タフークラノ

3月10日(木)→  3月 4日(金)3月 5B(■ )

地区大会に振替

4月21日(本)  創 立5周年記念式八

京王ブラザ本テル

2)義援全のお願い

先般発生した米国カリフォルエア州Pス アン

ゼルス近郊の地震による災害糞援金 として一人

当た り51Xl円を目安 として募金をお願いしたい

としてガバナー事務所よりFAXが きてお りま

す 。

3),― タリー財団奨学生の件

この度財団国際親善奨学生候補の受付けがお

こなわれ当クラブては2名の応募があ りこれを

受理いたしました。

4)地区大会登録料未納の方は至急納入してくださ

V令。
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◆ 次 年 度 会 務 報 告

会長エレクト宮本 誠

紙選理事会を毎月初回例会日に開催する事に決

定しました。第1回目は、2月2日です。

足立さん本―ルインフンオメデ トウ

東分区 才ル フ藤本 さんへ報告 、

250ヤード超 ドラヨン2発

皆様、こんばんわ

"正 月モ終 リデネノデ、フズカナオ

年玉

風邪をひいてしまいました。寒さ厳

しい折柄、健康にはくれぐれも達者

して下さい。

よい天気が続いて気持ちがいいです

ネ !

実くて■,■ ヨがこわばります。

多摩東分区ゴルフ大会での団体優勝

"め でとうどぎいます。

遠藤 二 郎

吉尾善太郎

委 員 会 報 告

◆出席 委員会 委員 根 本 泰守 村上

語 鉄 出 席 M U 欠席 出席率

本 日
報 告 53 47 2 4 9057%

前 回
軒 T 53 4 6 4 3 9245%

メークテップ

萩生田茂夫   (1,5多 摩)

同中  賃    (1,4調 1す)

々 茂層 川著

中山 ‖F一貫F、城倉 工科、杉日 誠、

横倉 恒雄

欠店き なし

◆規陸委員 会  委 員長 吉尾害難 F

誕生日祝 ・結婚記念日祝をお渡ししたいと思い

ます。

す証七日祝

小株 和 夫 令夫人 , 根本 泰 キ 今夫人

☆結婚記念日祝

伊藤 英 也会員ご夫妻

★★★☆★★★★★★★

ニヨニコBOX    委 員 盛海 英三郎
★★★★★★★★★★★

足立潤三郎 1月23日 日配 日八王子GMGゴ ルフ場

西の8斉ホールにて本―ルインワンを

達成 、 この 日は女房の誕生 日で し

た。

2週連続で女房からニヨエコを預って

来ましたc覆 生日祝いと、Bク ラス研

修会優勝 したそうです。その他?

横倉 舜 三 忘れていた結姉記念 日にお祝いをい

ただきました。

新海源四郎 藤本さん(Hj引)、ありがどうございま

した。

赤尾 本 控

武

夫

恒

和

山

林

中

小

誠

彦幸

本

村

宮

北

以上 合 計 33,tX10111 v

サインパインウ募金      18,500円

合計 3111j,000円

目 榛  400,000円

残 100,0 0 0円 頑張ろう!!

51Xl円玉豪金 25,228円

合計 '7,808円

◆日―タ リー豆知識

ロータツー情報委員長 赤尾 恭 雄

1月27日 はポールハ ,ス の命 日(没後47年)であ

り明日から1週間は。―タリーを案いたは大な先

人達の適徳を偶ユ 「追悼記念週FB5」です。
“P― タリーヘの思いを新たに、さらなる自己

研勢を誓おう!!"

◆サインフヾイ ノウ ・プラン

国際春仕委員長 大 松 誠 ニ

モンゴル大使懲、ガンホヤック商移官よ りヽ 十L

の子紙が屈 きましたので紹介します。

テいつもお世話になってお ります。モンゴルか

らけん しゅうせい4人 を受け入れることで、本当

にお世話になり、おつかれさまで した。ぶじに"

わ り彼女ら4人 もよてい通 りにモンゴルについた

ようです。電話をかけてかくにんとりました。彼



女らが、帰るときに、みなさまにゼひよろしく,

つたえ下さい。本当にお世話になったと、いわれ

たことをつたえます。彼女らが、レポー トをだし

て帰 りましたがその後、私がモンゴルからの■

きゃくといそがしくなりDAn I A T S Uさ んとも、

れんらくがとれなくなり、すみませんでした。

う 分ヽのレポー トを日本語にしましたが、のこり

2人分 と私の分がうかいうちにできますので、あ

とでおく,ます。

会長はじめ、SEINKAIさ ん、お くぎさん他の

みなさまによろしくおつたえ下さい。またれんら

くします。

今ちょうど、よなか9時になりました。

さようなら

ガンホヤック』

◆ ゴ ル フ 同 好 会

伊神 稔
1月26月 レ 摩東分区ゴルフコンペ」にて、堂

々の団体戦優隊しました。選手の皆様、大変御苫

労様でした。

選手名 新 海 源四費F 古 尾 害太郎

小林 和夫  伊 神 稔

次回ほ4月18日 千葉の予定

第9回多摩プ,ア マチャツティゴルフが4月西 日

に、狛江多摩川RCが ホス トクラブとな ,「 東相

模GCJに て開催されます。当クラダは15名の参

加協力な頼が有 りました。御協力お願いします。

たのですから
Ⅲ
米持ち

Ⅲです。明治になって初めて

“
金持ちⅢが登場します。戦後は列島改造以来

Ⅲ土地

持ち"の
時代が続きました。では次にくる豊かな生

活感ほどこに求められるかといえば、それは
Ⅲ
情報

持ち
Ⅲであるというのです。如何に多 くの情報を収

栄できるか、これがこれからの豊かさにつながる

というのであ ります。アメリカの著名な未来学

者、アルどン・トフラーによれば、工業文明の支

配が衰え新しい勢力が誕生する。そして新しい富

を倉けり出すシステムが出来_にがってくると言って

お ります。ます情報知識の変換がなければ新しい

宮は創 り出せない。大量生産から多種多様な製品

の特別注文生産となるけれども、新しい情報技術

のおかげでヨス トは変らない。従来の生産要素で

あった土地 労 働 ・原材料 資 本にとって代つ

て、知識が重要となる。動きの鈍い官僚制度に代

わって、小規模作業ユニントとなる。顧客は生産

ブロセスlrも重要な貢献をするため、産業革命に

よって分離した々産者と消費者が、新しい富を創

り出すサイクルで再び結合する。

放動する社会情勢の中で、ロータリーもまた、

当然社会の変革に応していかなければなりませ

ん。現代社会のさまざまなエーズのもとで,― タ

リーに何が求められているのかを考えなけれlIな

らない。それが今日のテーマであり、論すべき緊

急の問題であることに、何の実諭もありません。

ただそれを論するならば、その前にまず、ビー

タサーとは何か、P― タリーの伝統形成期に考え

られていたことはどんなものであったか、それを

明らかにしておく必要があると思うのです。

一個の林格を□んで二人のP― タリアンが生っ

ています。この林檎を自由にとれといえば、力の

強い者か、すばしっこい者が一個まるごととって

しまうでしょう。平等に分けなさいといえば、誰

かがしぶしぶナイフを取 り出して二つに切って分

けるでしrう 。人は自由を欲します。しかし自由

を欲しているのは自分だけではありません。人間

誰もが依しているものです。とすれば、ある人の

自由は他の人の自由によって限界づけられている

事になります。そこで自由を自分の側からだけ考

えるのではなく、自分を限界づける側の自由に

話 はれ9)

】Ⅲ崎JヒRC 津国 進 様

J4■1 1 1  - .古代の飛寺時代は皇旗

や裳広の殺 し合いで権力

を垣った者が、 リッチな

生活を持ちました。金持

ちでなくて
Ⅲ
権 力持ち

い
と

表現 しなければな りませ

んt江 戸時代は米をどれ

だけ生産でき、どれだけ

失めるノ`ツーがあるかで人間の豊かさがはかられ



立って考え、更に、このことを他から強制される

制約 ど受け取らす、むしろ積極的に、こういう自

由の限界こそ、人の人たる所以であり、人は孤t

した状態ではと言られないという、人間の弱きに

対する自党を生んでいったらどうでしょうか。人

間のこの本質的な弱さを根底に,い て、それを明

確に自覚した時、その受地を利己と利他の調和と

呼まのであろうと思います。その境地に達すれ

rI、一つの林犠を者が抵抗なく二つに分けて、喜

んで食べることになるでしょう。決議2334の 第

1、ロータリーとは何か、ロータツーは一つの人

生哲学であり、それは利己的な欲求と、他人のた

めに奉仕したいという感情との間に、常に4F在す

る矛府を乗らげようとするものである。に通する

と思います。この考えが、戦業人としての,― タ

リアンの実務のなかで長い問生言つづけ、利潤燿

得の欲水に文化との理打ちをして、人間存在の第

一養を行ってまたのでした。かようなロータリー

の伝続形成を振 り返ってみるならば、。一タブア

ンは少なくともその全員構成からいっても、自分

の業界だけでは会うことのない、他の業界の良質

な壌茉人と毎週例会で会うことにより、実質の発

想からの刺激を受け易い立場にあります。そのと

とからして、絶えず変題してやまない社会情努と

‐―ズに対しても、柔軟な思考能力を持つように

なつています。従って、激動する千変万化の問ほ

に,― タリーがどう対応すべきかも、クラブ例会

において会4やした刊己と利他の調和の境地をもっ

て、一人一人の立場で、すでに見るべきものを思

い定めていると考えられるのであります。

今まで話してまい,ま した事は、,― タリーと

は何か、ロータリーの伝統形成期に考えられてい

たことはどんな事であったか、についてでした。

それを明らかにすることができ、信じることがで

きれば、すでにしてたの,― タリアンは、4本 の

立場で時1 へヽの対応をはじめているのだというこ

とです。決して改まった話ではなく、普通の,一

タリアンの普通の行動の中に、今、。―夕,ア シ

は何を持すべきかというテーマの解祭があるとい

うことを、申し上げたかったわけであります。

ただひとつ、ことにめんどうな因った問題があ

ります。伝承、歴史 というものです。 ,― タツー

とは何か、ほ統形成期に考えられていたものは何

か。それは簡潔に言えば決議2334に ある利己

利他 詞和の思想であります″【、これが行に存廃

の危機にさらされているのは、ど高ネの通 りで

す。

何故そうなるのか。伝承 というものの不可思議

さです。伝承 というのは、自然の山河や自然の

森 烏  獣 が人FEHと~体 である時に、語 りつがれ

るものであって、その一体感がなくなれば、山河

が荒れ森の烏獣が姿を消すように、ほネも又消え

うすれていくのだろうとヽ います。

古いことは今実在していないのですから、自分

の心の中でようがえらせる他あ りません。する

と、座愛とは今の自分の心が生きかえらせている

事になうます。ですから、歴史を■ く知ると言う

ことは、自分自身をよく知ることと少しも変 りま

せん。ロータリーの歴史をいくら読んでみても、

自分の現の歴史と共鳴しなければ、それはいつの

まにか抜け出ていつてしまうで しょう。ロータ

リーの倉U始者たち、マータツーの建設者たちは今

居 りませんが、彼らが生き生きと活動 した時代

を、よみがえらせる事は夢ではないと思います。

それは、現在の'― タリーアンたちの深い思いの

中にのみあるということを中し上げて、本日の話

を終わらせていただきます。

東京多摩グリーンロータリークラフ
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